
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

■クラス担任制： 有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

マナーハンドラーテ
スト

③ 15人 13人

人 ペットフード販売士 ③ 25人 18人
人
人
％

■卒業者に占める就職者の割合 　
％

24 名 6.5 ％
令和3年4月1日時点において、在学者365名（令和3年4月1日入学者を含む）
令和4年3月31日時点において、在学者341名（令和4年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由
・進路変更　・経済的に困難である為　・身体的または精神的な理由により学園生活が困難である為

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.aik.ac.jp/

■就職率　　　　　　　　　： 97.6

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
トリミングサロン、ペットショップ、動物病院、動物テーマパーク （令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■中退防止・中退者支援のための取組
・担任制による学生管理　・カウンセラーの設置　・保護者との連携（保護者説明会実施。出席状況、成績表通知。）
・学生診断資料、調査アンケートを活用し、不適応者の早期発見・進路変更者との担任面談（進学・就職情報の提供等）

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
・特待生制度：年間成績・出席率など１年間の総合的な成績結果、学習意欲や貢献度などを元に判定し授業料の一部を減免。

・ひとり暮らし応援制度：親元を離れてひとり暮らしをする学生に対し、２年進級時に家賃の一部として補助金を支給。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

令和4年5月1日時点の情報

長期休み
■夏　 季：8月1日～8月31日
■冬　 季：12月26日～1月5日
■春　 季：3月21日～4月10日

卒業・進級
条件

①その年度の履修単位を取得すること。
②各学年昼間部は年間800時間以上、夜間部は年間450時
間以上出席すること。
③卒業判定に関しては成績並びに出席状況を卒業判定会
議で確認し、卒業要件を満たした者を卒業と認める。

学修支援等 課外活動

■課外活動の種類
・小学生対象お仕事体験のイベントスタッフ
・宿泊研修、その他ボランティア活動等

■サークル活動： 有

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

・特になし

： 92.5
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人
・入院等体調不良　　　　　　　　 1人
・非就職　　　　　　　　　　　　　　  5人

■就職者数 124
就職等の
状況※２

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

■個別相談・指導等の対応

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
A（優）、B（良）、C（可）、R（認定）、F（不認定）とし、定期試
験、出席率、授業態度等を総合的に評価する。

担任による学生個人面談、カウンセラーによるカウンセリン
グ、入学前保護者会や年度末保護者会の実施。

令和3年度卒業生に関する

■就職指導内容
学科専任の就職指導担当を配置し、個々のカウンセリングを
行う。就職ガイドやビジネストレーニングのビジネス教養科目、
年数回の就職セミナーにて就職指導を行っている。
■卒業者数 134
■就職希望者数 127

400人 453人 4人 24人の内数17人 77人の内数57人 101人の内数74人

0 0
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1843時間 373時間 624時間 846時間

認定年月日 平成29年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 文化・教養専門課程 動物管理科ドッグトレーナーコース
平成28年文部科学省告示

第45号

学科の目的
本校は、教育基本法および学校教育法に基づき、動物の飼育看護及び植物の育成に関する知識、技能を修得させると共に、動植物の愛護の精神に深
い理解を持つ、生命を慈しむ人間教育を行い、広く社会に貢献させ、国際感覚に富む教養を備えた社会人を育成し、社会、業界に寄与することを目的と
する。

043-242-0467
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　中村学園 昭和41年8月15日 中村 洋子
〒260-0021
千葉県千葉市中央区新宿2-14-3

（電話）

専門学校　ちば愛犬動物
フラワー学園

平成11年3月29日 西村 壽
〒260-0021
千葉県千葉市中央区新宿2-14-13

（電話） 043-242-0511

（別紙様式４）

令和4年7月31日※１
（前回公表年月日：令和3年10月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

http://www.aik.ac.jp/


種別

①

①

③

③

③

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
・議案の中で出ていた専門演習（選択）の今後の在り方について検討してきた結果、次年度より選択とせず、それぞれのコースに合った科目を落
とし込みより学生のニーズに合ったカリキュラムを組むように改変した。
・議題の中で提案があったドッグプレイニングについて今後授ドッグトレーナーコースの授業内に組み込むよう改変した。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実習、演習等において実践的かつ専門的な能力を育成するため、産学連携においては最新の理論及び技術を積極的に
導入している企業との連携を基本方針とする。
（２）実習・演習等における企業等との連携内容
講師業務委託書と契約時間割に基づいて、各専門分野の実習授業等（プロトリミング・ドッグトレーニング・しつけトレーニ
ング・キャットトリミング・騎乗トレーニングなど）を企業より派遣の講師が担当する。実習授業での技術試験や筆記試験、
平常点を総合して各科目ごとでＡ（優）、Ｂ（良）、Ｃ（可）、Ｆ（不認定）の評価を実施する。週単位での授業内容確認と、反
省における打ち合わせを担当教員、講師間で行う。また、年に2度、講師会議を開催し各専門分野の分科会を実施し授業
運営方法、内容について共有、議論する。
（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な４科目について記載。

（開催日時）
第1回　令和4年9月16日　10：00～12：00

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年度内に2回開催（原則、毎年9月・3月）

第2回　令和5年3月9日　10：00～12：00
（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

郷原 弘己 MerryGo有限会社千葉ライディングパーク　会長
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。

名　前 所　　　属 任期

松原 賢 一般社団法人Ｄｏ Ｏｎｅ Ｇｏｏｄ　理事
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

細田 信幸 専門学校　ちば愛犬動物フラワー学園　顧問
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

鈴木 一弘 専門学校　ちば愛犬動物フラワー学園　事業本部長補佐
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

千葉 山 専門学校　ちば愛犬動物フラワー学園　事業本部長補佐
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

祖一 俊介

小林　正希

株式会社AHB

Dear　Children　株式会社　取締役 副社長

令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

・教育課程編成委員会を年度に2回開催し、外部企業委員と次年度のカリキュラム改善等の意見交換をする。
・各コースに特化した専門部会を年2回開催し、企業からの派遣講師を含めてカリキュラムに関する意見交換をする。
・ペット美容＆ショップ、動物病院、飼育・訓練、乗馬、フラワービジネス等、動物及び植物関連の業界の最新動向を調査
分析し、各業界の第一線で即戦力として通用する人材育成プランや教育方法を研究する。
・現行カリキュラムの評価を行い、現代社会に適合した授業科目の改善案や新規導入案を提言する。
・業界に関する授業を導入し、動植物企業より技術者、人事担当者等を招いて授業を展開する。
・動植物企業と提携した外部イベントとインターンシップ活動を連携させ、幅広い視野と思考を身に付ける環境を設ける。
・リアル実習と称し、各コースの専門性と深く関連する事業所にて実践的な実習授業を行う。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

委員会は校長又は副校長により召集され、教科担当の責任者から現行カリキュラムの説明と次年度へ向けての改善提
案に対して、企業等の委員からの助言や修正意見等の集約を図る。それらの意見を参考にマネージャー会議で審議し、
職員会議で説明して、校長又は副校長が次年度カリキュラム等改善策として決定する。

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。

内田　友賀 一般社団法人ナチュラルドッグスタイル　理事
令和3年4月1日～令和5年3月
31日（2年）



①専攻分野における実務に関する研修等

①専攻分野における実務に関する研修等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

キャットグルーミング
猫のグルーミング理論を学びながら、猫の扱い方、グルー
ミングの基礎知識を得た上で、多くの猫のグルーミングを
行い、一人でグルーミングができるように実技を学ぶ。

有限会社キティボックス

騎乗トレーニング
乗馬の基礎の修得 馬の動きに対する知覚力を身につけ
る。馬とのコミュニケーションのとり方、マナー及び馬との
信頼関係を築く。

MerryGo有限会社

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

・学校研修については当校の教育理念である「動植物を愛し心豊かな社会づくりに貢献できる人間の育成」を根本とし、
パートナーアニマルの健全な生活環境、万全な健康管理、本来の美しさとしっかりとした躾を確立する為、また育成管理し
ている植物の自然美を最大限に引き出す為、年度初頭に各チームが年間研修計画を立て、技術的な内部研修や専門業
界団体が主催する外部セミナー等の受講を推進し、更なる技術と指導力の向上を図る。

（２）研修等の実績

○JKC愛犬飼育管理士
　対象：トリマーチーム　・内容：動物愛護管理方法・飼育管理　・実施：2021年12月15日
　主催団体：一般社団法人ジャパンケネルクラブ
○Good Citizen Test
　対象：ドッグトレーナーチーム　・内容：GCT本試験に向けてのトレーニング模擬試験　・実施：2021年11月21日
　主催団体：一般社団法人優良家庭犬普及協会
○犬道一直線
　対象：ドッグトレーナーチーム　・内容：クリッカートレーニングの基礎理論と技術と実技　・実施：2021年9月5日/12月11
日
　主催団体：犬道楽

②指導力の修得・向上のための研修等

○専門学校留学生担当者研修会
　対象：担当職員　・内容：在留管理の現状と課題、出入国審査、在留審査業務　・実施：2021年11月16日
　主催団体：一般財団法人職業教育・キャリア教育財団
○LIFOプログラム ライセンス取得講座
　対象：就職担当職員　・内容：LIFOプログラム習得　・実施：2022年2月28日/3月1日
　主催団体：株式会社ビーコンラーニングサービス

（３）研修等の計画

○JKC愛犬飼育管理士
　対象：トリマーチーム　・内容：動物愛護管理に関する法律について　・予定：2022年12月
　主催団体：一般社団法人ジャパンケネルクラブ
○ドッグトレーニング研修
　対象：ドッグトレーナーチーム　・内容：クリッカートレーニング実技試験　・予定：2022年11月
　主催団体：A.D.I.C.T TWO
○Good Citizen Test
　対象：ドッグトレーナーチーム　・内容：GCT本試験に向けてのトレーニング模擬試験　・予定：2022年7月
　主催団体：一般社団法人優良家庭犬普及協会

②指導力の修得・向上のための研修等

グルーミング実習
動物管理実習

前期においてはプードルのケネル＆ラムクリップの習得を
目指す。ブラッシングからシザーリングまでの作業を反復
練習する事によって、確実かつスピードのある技術を身に
付ける。後期においては犬種によるクリッピング、シザーリ
ングの違いについてデモを通して学び、実際に作業する事
によって身に付け、理論から応用までを学ぶ。

ペットハウスミミ

ドッグトレーニング

動物福祉に基づき犬と楽しく安全に暮らせるような正しい
犬の飼い方とマナーを身に付ける。家庭犬のしつけ及び
訓練等に必要な基本的知識・技術・経験を身に付ける。犬
のしつけやトレーニングを通し、「観察力」「分析力」「行動
力」を身に付ける。

ＷＩＴＨ　ＤＯＧ



　・学校関係者評価委員を年度に2回開催し、企業人、学識経験者、卒業生等からの第三者視点より
学校運営の評価を行い、客観性、透明性の高い健全な学校運営を継続することを目的とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

・学校の理念・目的・育成人材像
・学校における職業教育の特色
・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想
・学校理念・目的・育成人材像・特色・将来構想等の学生・保護者等へ
の周知
・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニー
ズに向けての方向性

（２）学校運営

・目的等に沿った運営方針の策定
・運営方針に沿った事業計画の策定
・運営組織や意思決定機能の明確化、有効性
・人事、給与に関する規程等の整備
・教務、財務等の組織整備等の意思決定システムの整備
・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制の整備
・教育活動等に関する情報公開
・情報システム化等による業務の効率化

（３）教育活動

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等の策定
・教育理念、育成人材像の業界ニーズを踏まえた学科の修業年限に
対応した教育到達レベルや学習時間の明確な確保
・学科等の体系的なカリキュラムの編成
・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育
方法の工夫・開発等
・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリ
キュラムの作成・見直し等
・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシッ
プ、実技、実習等）の体系的な位置づけ
・授業評価の実施・評価体制
・職業教育に対する外部関係者からの評価
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準の明確化
・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置
づけ
・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教
員の確保
・関連分野における業界等との連携において優れた教員の確保をす
る等のマネジメント
・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教
員の育成等資質向上のための取り組み
・職員能力開発のための研修等

（４）学修成果

・就職率の向上に向けた取り組み
・資格取得率向上に向けた取り組み
・退学率低減に向けた取り組み
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価の把握
・卒業後のキャリア形成への効果を把握した学校の教育活動の改善
への活用

○ユニバーサルマナー検定
　対象：教務職員　・内容：ユニバーサルマナー検定取得　・予定：2022年8月
　主催団体：ユニバーサルマナー協会
○職業教育向上に向けた取り組み
　対象：教務職員　・内容：専門学校における職業教育のマネジメント　・予定：2022年9月
　主催団体：三菱総合研究所
○LIFOプログラム ライセンス取得講座
　対象：就職担当職員　・内容：LIFOプログラム習得　・予定：2023年3月
　主催団体：株式会社ビーコンラーニングサービス

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針



種別
企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

学校関連企業

学校関連企業

学校関連企業

卒業生

※（１０）及び（１１）については任意記載。

・外部委員より指摘のあった3-3について動物看護科のみで作成されいるカリキュラムツリーを、動物管理科、植物管理科
に於いても作成することを検討。
・外部委員より指摘のあった卒業生の支援体制に関して卒業生の動向をより多く確認できる体制を強化し、就職先の企業
と連携を図っていくこととした。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

倉本 佳郎 株式会社ベイエフエム 東京営業部
令和4年4月1日～令和5年3月
31日（2年間）

（９）法令等の遵守

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営
・個人情報に関し、その保護のための対策
・自己評価の実施と問題点の改善
・自己評価結果の公開

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献、地域貢献
・学生のボランティア活動の奨励、支援
・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託
等の積極的な実施

（１１）国際交流

・留学生の受け入れ・派遣についての戦略
・留学生の受け入れ・派遣、在籍管理等においての適切な手続き等
・留学生の学修・生活指導等についての学内における体制の整備
・学修成果が国内外で評価される取り組み

（５）学生支援

・進路・就職に関する支援体制の整備
・学生相談に関する体制の整備
・学生に対する経済的な支援体制の整備
・学生の健康管理を担う組織体制
・課外活動に対する支援体制の整備
・学生の生活環境への支援
・保護者との適切な連携
・卒業生への支援体制
・社会人のニーズを踏まえた教育環境の整備
・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り
組み

（６）教育環境

・教育上の必要性に十分対応するための施設・設備の整備
・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等についての十分な
体制
・防災に対する体制の整備

（７）学生の受入れ募集
・適正な学生の募集活動
・学生募集活動における教育成果の正確な伝達
・学納金の妥当性

（８）財務

・中長期的な学校の財務基盤の安定性
・予算・収支計画の有効性、妥当性
・財務についての適正な会計監査
・財務情報公開の体制の整備

令和4年4月1日

安部 喜方 株式会社花門フラワーゲート　専務取締役
令和4年4月1日～令和5年3月
31日（2年間）

（３）学校関係者評価結果の活用状況

小林 正希 株式会社 COREZON
令和4年4月1日～令和5年3月
31日（2年間）

長谷川 大 株式会社ニッセイアド
令和4年4月1日～令和5年3月
31日（2年間）

黒川 智洋 株式会社スワット　代表
令和4年4月1日～令和5年3月
31日（2年間）

冨田 祥史 卒業生代表

高橋 岩雄 公益社団法人千葉県獣医師会　顧問
令和4年4月1日～令和5年3月
31日（2年間）

令和4年4月1日～令和5年3月
31日（2年間）



近隣住民

※（１０）及び（１１）については任意記載。

URL:　http://www.aik.ac.jp/
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 学園の財務状況

（９）学校評価 自己評価の結果、学校関係者評価の結果、改善方策

（１０）国際連携の状況 留学生受け入れ

（１１）その他

（４）キャリア教育・実践的職業教育 進路指導、卒業後の進路、主要検定合格率

（５）様々な教育活動・教育環境 施設・設備、ＳＡＭ活動（授業外の学生活動）

（３）教職員 教職員数、講師数

（１）学校の概要、目標及び計画 学園の経営方針、学校の教育目標、学校の歩み、所在地、連絡先

（２）各学科等の教育 カリキュラム、学校行事、学生数、退学率

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

URL:　http://www.aik.ac.jp/

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

・定期的な企業訪問を実施して学校の現状報告、新設コースや新規授業等の情報提供をすると共に、
学校概要と就職関連情報が一体となった刊行物を動植物企業に配布し学校運営の現状を把握して
いただく。
・ホームページにて各情報の公開を行う。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（６）学生の生活支援 遠隔者支援、アパート斡旋、危機管理

（７）学生納付金・修学支援 納付金に関すること、就学支援金、授業料免除、奨学金

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）　公表年月日　2022年7月1日

船倉 千代子 近隣住民代表
令和4年4月1日～令和5年3月
31日（2年間）
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○ 犬学

犬体名称、用語の理解。畜犬団体による形
態、用途によるグループ分けを理解する。
実際に犬種を観察しスタンダードを理解し
特徴、性質を知る。

1
通

28 1 ○ ○ ○

○ イヌの行動学
イヌの基本的な行動、問題行動について総
合的に学習する。

2
通

28 1 ○ ○ ○

○
ドッグブリー
ディング

繁殖を行うには事前に知っておくべきこと
が数多くある。産ませる動機、繁殖にむか
ない犬、台雌、種雄の選び方などを理解し
ておく。さらに助産法や蘇生法などを理解
する必要がある。

1
通

28 2 ○ ○ ○

○
愛玩動物飼養
管理論

1. 動物の愛護と適正飼養に関する専門的指
導員を養成すべき社会的必要性の高まる
中、これに応えられる精神、知識、技術を
身につけるための学習をする。
2. 日本愛玩動物協会の愛玩動物飼養管理士
（２級）の教本に基づき、動物愛護法、適
正飼養管理について学び習熟する。
3. 受講学生全ての認定試験合格を目指して
学習する。

1
通

42 2 ○ ○ ○

○
ペットフード
概論＆業界論

・ペットフードのアドバイザーとして、そ
の栄養学の基礎から販売まで、お客様対応
に必要な知識について理解する。
・また、本講座では、ペットのコンシェル
ジュ（お客様相談Q&A等）として応酬話法も
模擬体験し、ペットに関するお客様相談に
活かす。

2
通

70 4 ○ ○ ○

○
ペット健康管
理学

ドッグトレーナーやペットショップスタッ
フなど、犬に関わる仕事に従事するために
は、健康管理の方法を理解することが必要
である。健康の管理をする際に不可欠な知
識や技術を身につけるだけでなく、飼い主
に対する指導を行う際に必要とされる実践
的な知識を身につけ、実践に活かす。

2
通

28 1 ○ ○ ○

○
ドッグプレイ
ニング

ドッグスポーツの概要やルール等の知識を
学ぶ。

1
通

126 8 ○ ○ ○

○ 選択演習
インストラクター選考（家庭犬の訓練士）
と訓練選考（災害救助犬等の訓練士）に分
かれそれぞれの指導方法を学ぶ。

2
通

498 33 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程動物管理科ドッグトレーナーコース）令和4年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
グルーミング
実習

基本的なグルーミングを様々な犬種で学ぶ
と共に、シザーの動かし方を学ぶ。
犬種別のデモンストレーションに関して
は、学生のグルーミングの進み具合に考慮
して行う。達成度テスト（１２０分）で合
格を目指す。

1
通

162 5 ○ ○ ○

○
ドッグトレー
ニング

・犬と楽しく安全に暮らす為の知識と技術
を吸収し正しい犬の飼い方とマナーを身に
付ける。
・家庭犬のしつけ及び訓練に必要な基本的
知識と技術の習得。
・犬のしつけやトレーニングを通し、「観
察力」「分析力」「行動力」を身に付け
る。

１
通

168 5 ○ ○ ○ ○

○ 訓練実習
学校所有の犬を使用して訓練実習、座学と
通して様々な知識や技術を身に付ける。

1
通

162 5 ○ ○ ○

○
ＰＤマネジメ
ント

基本的なグルーミングに応用をきかせ、
様々な犬種で学ぶとともに、シザーの動か
し方を学び、カットをする。ハンドリング
等、犬に関わることを学ぶ。

2
通

162 5 ○ ○ ○

○ ケネル実習
PD飼育管理方法や知識、飼育環境整備、グ
ループ作業による分担作業実習

1
前

42 1 ○ ○ ○

○
業界インター
ンシップ

将来、動物業界に従事し活躍する為に動物
業界現場での実務を体験する。実体験に
よって自己の力と意欲を自覚し、就職活動
に役立てることを目的とする。

2
後

150 5 ○ ○ ○ ○

○ パソコン

情報処理に関する基礎的な内容を取り扱
う。今まで漠然と判断されてきたコン
ピュータやインターネットに関する基礎知
識とスキルを総合的に学習する。授業は
ネット利用のマナーの習得・情報検索・
Word文書作成・Excel表計算を講義と演習を
組み合わせて実施する。

1
前

26 1 ○ ○ ○

○
ビジネスト
レーニング

ビジネスで必要なマナー全般を学ぶ。①職
場で仕事をする上で良い人間関係を築くコ
ミュニケーション②場に合った敬語の使い
方③お客様への感じの良い対応④気持ちを
伝えるお礼の手紙⑤仕事内容を伝える文書
⑥仕事を手際よく進める為に必要なスキル
をテキストとワークの実践から、実際の仕
事に役立つように学ぶ。

1
後

18 1 ○ ○ ○

○ 就職ガイド2
動植物業界で求められる人材の育成。今後
始まる就職活動に向けての必要な知識を身
につけ、キャリアプランの構築を行う。

2
前

20 1 ○ ○ ○



○
自己理解＆就
職ガイド

個人が協調しあう「社会」にでるために、
まずは自分自身を知る自己理解が重要で
す。この自己理解がしっかりできていれ
ば、自身の進むべき方向性が把握でき、他
者との協調がよりスムーズになります。そ
こでこの科目では下記3点を目的とし、1年
生前期で自己理解を深めます。①自己理解
の3つの方法を身につけ、人間力の土台とな
る自己理解の能力と自信を高める。②自分
の個性について、より広くより深く理解す
る。③知識、能力面を含めて自分自身に自
信を持って語るための自己分析シートを作
成する。

1
通

28 1 ○ ○ ○

○
コミュニケー
ション

コミュニケーションスキルを高めることを
目的とし、傾聴や共感の手法について学
ぶ。

1
通
・
2
通

56 2 ○ ○ ○

　　　18科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

「卒業用件」
①その年度の履修単位を取得すること。
②１年次・２年次、各800時間以上、卒業時に計1700時間以上出席をしているこ
と。
「履修方法」
全科目必修

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

（留意事項）

合計 1843単位時間(  83単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


